
柏
木
　
ま
ず
、
今
号
の
特
集
の
テ
ー
マ
で

あ
る
特
別
活
動
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま

す
。
新
学
習
指
導
要
領
の
解
説
で
は
、
特

別
活
動
の
課
題
と
し
て
、
身
に
つ
け
る
べ

き
資
質
・
能
力
が
必
ず
し
も
意
識
さ
れ
な

い
ま
ま
指
導
が
行
わ
れ
て
き
た
と
指
摘
し

て
お
り
、
各
教
科
等
の
学
習
と
関
連
づ
け

な
が
ら
、
特
別
活
動
に
お
い
て
育
成
を
目

指
す
資
質
・
能
力
を
示
す
必
要
が
あ
る
と

記
さ
れ
て
い
ま
す
（
P.

　

22
図
１
）。
現
場

の
先
生
方
か
ら
は
、
特
別
活
動
は
前
年
踏

襲
に
な
り
が
ち
で
、
形
骸
化
し
て
い
る
よ

う
に
感
じ
る
と
い
う
声
も
少
な
か
ら
ず
聞

場
の
私
た
ち
は
も
っ
と
意
識
し
て
も
よ
い

気
が
し
ま
す
。
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
が
、

特
別
活
動
の
意
義
を
改
め
て
確
認
す
る
契

機
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

小
川
　
本
校
で
は
、
特
別
活
動
は
教
科
の

学
習
や
探
究
学
習
で
学
ん
だ
こ
と
を
踏
ま

え
て
自
身
の
生
き
方
を
考
え
、
キ
ャ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン
を
描
い
て
い
く
場
と
捉
え
、
学

校
の
中
で
最
も
大
切
な
活
動
の
１
つ
と
位

置
づ
け
て
い
ま
す
。
本
校
が
育
成
を
目
指

す
資
質
・
能
力
と
し
て
、
思
考
力
・
判
断

力
・
表
現
力
や
協
働
性
、
探
究
力
な
ど
を

掲
げ
て
き
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
特
に

育
成
の
必
要
性
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
が
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
（
回
復
力
）
と
自

己
効
力
感
で
す
。
そ
れ
ら
の
資
質
・
能
力

こ
え
て
き
ま
す
。
本
誌
の
シ
リ
ー
ズ
特
集

「
教
育
の
『
こ
れ
か
ら
』
を
考
え
る
」
に

ご
登
場
い
た
だ
い
た
先
生
方
は
、
特
別
活

動
の
意
義
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
実
践
さ

れ
て
い
ま
す
か
。

谷
口
　
生
徒
同
士
で
協
働
し
、
問
題
解

決
に
取
り
組
む
中
で
、
よ
り
よ
い
集
団
を

形
成
す
る
た
め
に
必
要
な
力
を
最
も
育
み

や
す
い
の
が
特
別
活
動
で
す
。
リ
ー
ダ
ー

経
験
の
少
な
い
生
徒
が
多
い
本
校
で
は
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
学
ば
せ
る
上
で
、
特

別
活
動
は
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。
生
徒
が
楽
し
く
取
り
組
み
や
す
く
、

主
体
性
が
発
揮
さ
れ
や
す
い
特
別
活
動

は
、
学
校
の
特
色
が
表
れ
る
教
育
活
動
で

あ
る
は
ず
で
す
が
、
そ
う
し
た
意
義
を
現

よ
り
質
の
高
い
学
び
の
場
と
な
る
た
め
に
、

こ
れ
か
ら
の
学
校
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

國
學
院
大
學
　

人
間
開
発
学
部
初
等
教
育
学
科
　

教
授 

田
村
　学 

／ 

長
野
県
蘇そ

南な
ん

高
校
　

校
長 

小
川
幸
司 

／ 

愛
知
県
立
豊ゆ

た
か

野の

高
校
　

進
路
指
導
主
事 

谷
口
明
正 

／ 

宮
崎
県
立
宮
崎
大
宮
高
校
　

生
徒
指
導
主
事
・
主
幹
教
諭 

渡わ
た

部な
べ

祐ゆ
う

一い
ち

新
学
習
指
導
要
領
の
解
説
で
は
、
特
別
活
動
は
「
各
教
科
等
の
学
び
の
基
盤
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
予
測
困
難
な
時
代
に
お
い
て
も
、
自
ら
の
人
生
を
切
り
拓
い
て
い
け
る
よ
う
な

資
質
・
能
力
を
育
成
す
べ
く
、
授
業
改
善
や
探
究
学
習
の
拡
充
が
進
む
中
、「
学
び
の
基
盤
」
で
あ
る
特
別
活
動
は
、
ど
の
よ
う
な
教
育
活
動
で
あ
る
べ
き
な
の
か
。
そ
し
て
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
気
づ
き
や
学
び
を
踏
ま
え
て
考
え
る
「
教
育
の
『
こ
れ
か
ら
』」
に
つ
い
て
、本
誌
８
月
号
を
起
点
に
展
開
し
た
シ
リ
ー
ズ
特
集
に
登
場
し
た
３
人
の
教
師
と
識
者
が
語
り
合
っ
た
。

座 談 会

特
別
活
動
で
育
ま
れ
る

進
路
意
識
や
協
働
性

渡部祐一 田村 学
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を
育
成
す
る
上
で
、
特
別
活
動
が
果
た
す

役
割
は
非
常
に
大
き
い
と
考
え
て
お
り
、

特
別
活
動
を
含
め
た
教
育
活
動
全
体
の
見

直
し
を
図
っ
て
い
ま
す
。

渡
部
　
本
校
の
特
別
活
動
の
特
徴
は
生
徒

主
体
で
行
わ
れ
る
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、

中
学
生
向
け
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
で

は
、
生
徒
会
が
中
心
に
な
っ
て
ス
タ
ッ
フ

を
集
め
、
計
画
か
ら
実
施
ま
で
を
生
徒
が

行
い
ま
す
。
先
輩
が
後
輩
に
ノ
ウ
ハ
ウ
を

伝
え
て
い
る
た
め
、
教
師
が
指
示
を
出
す

必
要
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し

た
生
徒
主
体
の
活
動
を
通
じ
て
、
協
働
性

や
他
者
を
認
め
る
力
、
自
律
す
る
力
な
ど

が
育
つ
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
教

師
が
特
に
配
慮
し
て
い
る
の
が
、
当
事
者

意
識
の
醸
成
で
す
。
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
に
も
、
生
徒
に
よ
っ
て
か
か
わ
り
方
に

濃
淡
が
あ
り
ま
す
。
淡
い
か
か
わ
り
が
で

き
る
だ
け
濃
く
な
る
よ
う
、
当
事
者
意
識

を
育
む
生
徒
へ
の
声
か
け
を
先
生
方
に
は

心
が
け
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

小
川
　
生
徒
の
視
野
を
広
げ
る
こ
と
も
、

学
校
外
を
学
び
の
場
と
す
る
機
会
を
有
す

る
特
別
活
動
の
目
的
の
１
つ
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
特
に
、
本
校
の
よ
う
な
地
方
の

高
校
で
学
ぶ
生
徒
は
、
限
ら
れ
た
生
活
体

験
か
ら
得
た
知
識
だ
け
を
基
に
、
進
路
選

択
を
行
っ
て
い
ま
す
。
多
様
な
生
き
方
や

広
い
世
界
を
で
き
る
だ
け
多
く
見
せ
る
こ

と
で
、
生
徒
が
自
分
の
足
場
を
広
げ
ら
れ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

谷
口
　
学
校
内
だ
け
で
生
徒
の
視
野
を
広

げ
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。

本
校
で
は
、
豊
田
市
と
連
携
し
て
生
徒
に

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
学
ば
せ
、
企
業
が
抱

え
る
課
題
に
対
す
る
方
策
を
提
案
す
る
活

動
を
始
め
て
い
ま
す
。
学
校
外
の
大
人
に

考
え
を
伝
え
る
こ
と
が
、
生
徒
の
視
野
を

広
げ
、
成
長
を
促
す
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

田
村
　
学
校
外
に
活
動
を
広
げ
る
こ
と
は

確
か
に
大
切
な
こ
と
で
す
ね
。
た
だ
、
生

徒
が
視
野
を
広
げ
る
た
め
に
は
、
学
校
外

の
人
と
の
か
か
わ
り
以
上
に
、
自
身
の
内

面
、
そ
し
て
自
分
の
所
属
す
る
集
団
の
一

人
ひ
と
り
の
個
性
を
理
解
す
る
こ
と
が
重

要
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
が
属
し
て
い
る

学
校
や
ク
ラ
ス
の
課
題
、
自
分
の
日
常
生

活
の
問
題
だ
か
ら
こ
そ
、
谷
口
先
生
が
述

べ
ら
れ
た
通
り
、
主
体
性
が
発
揮
し
や
す

く
、
渡
部
先
生
が
配
慮
さ
れ
て
い
る
当
事

者
意
識
の
醸
成
に
つ
な
が
り
や
す
い
と
い

う
面
が
特
別
活
動
に
は
あ
り
ま
す
。
学
習

指
導
要
領
に
「
集
団
や
社
会
の
形
成
者
と

し
て
の
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
る
」
と

あ
る
よ
う
に
、
自
分
が
所
属
し
て
い
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
足
場
に
し
て
、
人
間
関

係
の
構
築
や
よ
り
よ
い
集
団
づ
く
り
、
集

団
の
形
成
者
と
し
て
の
立
場
を
学
ば
せ
る

こ
と
も
、
特
別
活
動
の
意
義
の
１
つ
だ
と

思
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、学
校
内
の
ホ
ー

ム
ル
ー
ム
活
動
や
生
徒
会
活
動
、
学
校
行

事
が
大
切
に
な
る
の
で
す
。

小
川
　
学
校
の
中
で
、
よ
り
よ
い
集
団
づ

く
り
に
寄
与
す
る
よ
う
な
資
質
・
能
力
を

育
ん
だ
上
で
、
学
校
外
の
地
域
や
社
会
の

課
題
を
考
え
た
り
、
実
際
に
学
校
の
外
に

出
て
い
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
探
究
活
動

や
キ
ャ
リ
ア
学
習
も
よ
り
深
み
を
増
し
て

い
く
と
い
う
わ
け
で
す
ね
。
学
校
内
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
お
け
る
活
動
と
学
校
外

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
お
け
る
活
動
の
両

方
が
あ
る
か
ら
、
生
徒
は
成
長
す
る
の
だ

と
、
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

田
村
　
特
別
活
動
に
よ
る
集
団
づ
く
り
が

な
ぜ
必
要
な
の
か
と
い
う
と
、
よ
り
よ
い

学
び
に
つ
な
が
る
か
ら
で
す
。
生
徒
一
人

ひ
と
り
が
集
団
の
形
成
者
と
し
て
他
者
を

認
め
、
力
を
合
わ
せ
、
全
体
を
高
め
て
い

こ
う
と
い
う
意
識
を
持
つ
。
そ
れ
に
よ
り

田
村
教
授
に
よ
る
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学

び
」
に
つ
い
て
の
解
説
は
、
２
０
２
０
年
10
月
号
・

特
集
P. 

24
〜
27
で
紹
介
。

特別活動の課題図１

＊文部科学省「高等学校学習指導要領（平成 30 年告示）解説　特別活動編」を基に
編集部で作成。

■身に付けるべき資質・能力は何なのか、どのような学習過程を経ることによ
り資質・能力の向上につなげるのかということが必ずしも意識されないまま指
導が行われてきたという実態も見られる。特別活動が各教科等の学びの基盤と
なるという面もあり、教育課程全体における特別活動の役割や機能も明らかに
する必要がある。
■社会参画の意識の低さが課題となる中で、自治的な能力を育むことがこれま
で以上に求められていること、キャリア教育を学校教育全体で進めていく中で
特別活動が果たす役割への期待が大きいこと、防災を含む安全教育や体験活動
など、社会の変化や要請も視野に入れ、各教科等の学習と関連付けながら、特
別活動において育成を目指す資質・能力を示す必要がある。

よ
り
よ
い
集
団
づ
く
り
が

質
の
高
い
学
び
に
つ
な
が
る

國
學
院
大
學

　人
間
開
発
学
部
初
等
教
育
学
科

教
授田村

学 

た
む
ら
・
ま
な
ぶ

専
門
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
論
な
ど
。新
潟
県
公
立
学
校
教
諭
、

同
県
柏
崎
市
教
育
委
員
会
指
導
主
事
、
文
部
科
学
省
初
等

中
等
教
育
局
教
育
課
程
課
教
科
調
査
官
、
同
省
同
局
視
学

官
な
ど
を
歴
任
。
同
省
で
新
学
習
指
導
要
領
の
作
成
に
携

わ
る
。
２
０
１
７
年
度
か
ら
現
職
。
著
書
に『
深
い
学
び
』

（
東
洋
館
出
版
社
）
な
ど
。
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個
人
の
力
が
発
揮
さ
れ
や
す
く
な
る
と
同

時
に
、
全
体
で
成
長
し
て
い
く
組
織
風
土
、

集
団
の
よ
さ
を
守
り
伝
え
て
い
く
伝
統
が

育
ま
れ
、
そ
れ
が
組
織
の
形
成
者
一
人
ひ

と
り
の
成
長
を
促
す
の
で
す
。
つ
ま
り
、

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動
と
生
徒
会
活
動
、
学

校
行
事
か
ら
成
る
特
別
活
動
を
深
め
れ
ば

深
め
る
ほ
ど
、
生
徒
の
相
互
理
解
が
進
み
、

学
年
や
ク
ラ
ス
の
特
徴
も
明
確
に
な
っ
て

い
く
。
そ
れ
が
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深

い
学
び
」
を
促
進
さ
せ
、
生
徒
一
人
ひ
と

り
の
学
び
を
豊
か
に
し
て
い
く
の
で
す
。

学
習
指
導
要
領
の
解
説
に
「
特
別
活
動
が

各
教
科
等
の
学
び
の
基
盤
と
な
る
」
と
あ

る
の
は
、
ま
さ
に
そ
の
こ
と
を
言
っ
て
い

る
の
だ
と
思
い
ま
す
（
図
１
・
P.
　

24
図
２
）。

渡
部
　
特
別
活
動
に
よ
る
集
団
づ
く
り
と

教
科
等
の
授
業
で
の
「
主
体
的
・
対
話
的

で
深
い
学
び
」
の
実
現
に
は
、
強
い
相
関

関
係
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
集
団
で
何
か

を
成
し
遂
げ
た
経
験
が
あ
れ
ば
、
次
も
み

ん
な
で
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
れ

ま
す
。
仲
間
と
の
絆
が
深
ま
れ
ば
、
周
り

の
様
子
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
、
主
体

性
や
協
働
性
が
発
揮
さ
れ
や
す
く
な
り
、

授
業
が
活
性
化
さ
れ
、
思
考
の
深
ま
り
が

期
待
で
き
ま
す
。「
学
び
の
基
盤
」
と
い
う

言
葉
を
、
私
は
、
土
壌
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

で
捉
え
て
い
ま
す
。
特
別
活
動
に
よ
っ
て

耕
し
た
土
壌
が
豊
か
で
あ
る
ほ
ど
、
そ
の

ほ
か
の
教
育
活
動
を
通
じ
て
ま
く
種
か
ら

の
実
り
も
、
豊
か
に
な
る
と
思
う
の
で
す
。

柏
木
　
特
別
活
動
を
ど
の
よ
う
に
評
価

し
、
生
徒
の
成
長
に
つ
な
げ
て
い
く
の
か

と
い
う
点
も
、
現
場
の
先
生
方
に
と
っ
て

今
後
重
要
に
な
っ
て
く
る
テ
ー
マ
か
と
思

い
ま
す
。
特
別
活
動
を
「
学
び
の
基
盤
」

と
す
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
評
価
の

あ
り
方
が
求
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

谷
口
　
最
も
大
切
な
の
は
、
取
り
組
み
後

の
振
り
返
り
だ
と
思
い
ま
す
。
本
校
で
は
、

教
師
に
よ
る
「
値
踏
み
」
と
し
て
の
評
価

で
は
な
く
、
生
徒
の
自
己
評
価
を
重
視
し

て
い
ま
す
。
特
別
活
動
だ
け
で
な
く
、
教

科
等
の
学
習
面
、
進
路
面
で
も
年
度
初
め

に
目
標
を
立
て
さ
せ
、
年
度
末
に
す
べ
て

長
野
県
蘇
南
高
校
の
取
り
組
み
は
、
２
０
２
０
年

度
８
月
号
特
集
P. 

26
〜
29
で
紹
介
。

愛
知
県
立
豊
野
高
校
の
取
り
組
み
は
、
２
０
２
０

年
12
月
号
・
特
集
P. 

22
〜
25
で
紹
介
。

長
野
県
蘇
南
高
校
　

校
長

小
川
幸
司 

お
が
わ
・
こ
う
じ

教
職
歴
32
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。
地
理
歴
史
・
公
民
科
。

愛
知
県
立
豊
野
高
校
　

進
路
指
導
主
事

谷
口
明
正 

た
に
ぐ
ち
・
あ
き
ま
さ

教
職
歴
14
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
10
年
目
。
数
学
科
。

宮
崎
県
立
宮
崎
大
宮
高
校

生
徒
指
導
主
事
・
主
幹
教
諭

渡
部
祐
一 

わ
た
な
べ
・
ゆ
う
い
ち

教
職
歴
37
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。
英
語
科
。

長
野
県
蘇
南
高
校

◎
「
開
拓
者
の
精
神
を
具
現
す
る
こ
と
の
で
き
る
学

校
を
」
を
建
学
の
精
神
と
し
て
、
地
域
社
会
の
期
待

に
応
え
る
人
材
の
育
成
を
目
指
す
。
文
理
・
経
営
ビ

ジ
ネ
ス
・
も
の
づ
く
り
の
３
系
列
制
。
キ
ャ
リ
ア
教

育
を
重
視
し
、
地
域
連
携
・
教
科
横
断
型
の
「
蘇
南

学
」、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
に
取
り
組
む
。

◎
設
立
　
１
９
５
３
（
昭
和
28
）
年

◎
形
態
　
全
日
制
／
総
合
学
科
／
共
学

◎
生
徒
数
　
１
学
年
約
70
人

◎
２
０
２
０
年
度
進
路
実
績
（
現
役
の
み
）

公
立
大
は
、
群
馬
県
立
女
子
大
、
新
潟
県
立
大
、

福
井
県
立
大
、 

都
留
文
科
大
、 

長
野
大
に
５
人
が
合

格
。
私
立
大
は
、
麗
澤
大
、
中
京
大
、
大
谷
大
な

ど
に
延
べ
16
人
が
合
格
。
短
大
、
専
門
学
校
進
学

28
人
。
就
職
22
人
。

◎U
RL

　https://w
w

w
.nagano-c.ed.jp/sonan-

hs/

愛
知
県
立
豊
野
高
校

◎
「
真
心
」
を
校
訓
と
す
る
。
特
別
活
動
の
目
標
は
、

「
健
全
な
精
神
と
体
の
育
成
を
目
指
す
」。
ホ
ー
ム

ル
ー
ム
活
動
で
生
き
方
・
将
来
を
、
部
活
動
で
協
調
・

自
律
の
精
神
を
、
行
事
や
生
徒
会
活
動
で
創
造
的
能

力
と
企
画
力
を
高
め
る
。
献
血
運
動
や
地
域
清
掃
な

ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

◎
設
立
　
１
９
８
６
（
昭
和
61
）
年

◎
形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数
　
１
学
年
約
３
２
０
人

◎
２
０
２
０
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）

国
公
立
大
は
、
岐
阜
大
、
名
古
屋
工
業
大
、
公
立

鳥
取
環
境
大
に
４
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
東
京

理
科
大
、
日
本
体
育
大
、
愛
知
学
院
大
、
愛
知
大
、

豊
橋
創
造
大
、
名
古
屋
学
院
大
、
名
城
大
、
鈴
鹿

医
療
科
学
大
、
近
畿
大
な
ど
に
延
べ
３
４
４
人
が

合
格
。

◎U
R

L

　h
ttp

s://yu
takan

o
-h

.aich
i-c.ed

.jp
/

cm
s/

宮
崎
県
立
宮
崎
大
宮
高
校

◎
学
校
紹
介
お
よ
び
取
り
組
み
は
、
本
号
P.
　

12
〜
15

で
紹
介
。

Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
21
編
集
部

統
括
責
任
者

柏
木
崇

か
し
わ
ぎ
・
た
か
し

生
徒
に
内
省
を
促
し
、

成
長
に
つ
な
げ
る
評
価
と
は
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の
取
り
組
み
を
総
括
し
て
、
生
徒
自
身
が

「
や
り
た
い
こ
と
」「
自
分
に
向
い
て
い
る

こ
と
」「
自
分
が
で
き
る
こ
と
」
に
つ
い

て
振
り
返
り
を
行
い
、
自
分
の
強
み
は
ど

こ
に
あ
る
の
か
を
認
識
さ
せ
て
い
ま
す
。

私
が
担
任
を
し
て
い
た
時
は
、
行
事
後
の

面
談
に
お
い
て
、
最
大
の
壁
は
何
だ
っ
た

の
か
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
乗
り
越
え
た

の
か
、
生
徒
に
話
を
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

内
省
を
深
め
る
問
い
を
常
に
投
げ
か
け
、

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
さ
せ
る
こ
と
が
、
教
科
指

導
と
は
異
な
り
、
テ
ス
ト
な
ど
の
機
会
の

な
い
特
別
活
動
の
評
価
で
は
特
に
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。

田
村
　
評
価
に
つ
い
て
考
え
る
時
、
教
師

が
生
徒
を
見
取
る
側
面
と
、
生
徒
が
自
身

の
学
び
を
省
察
し
、
成
長
に
つ
な
げ
る
側

面
が
あ
り
ま
す
が
、
後
者
は
意
外
と
お
ざ

な
り
に
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
注
意

が
必
要
で
す
。
行
事
が
終
わ
っ
た
直
後
、

生
徒
は
大
き
な
達
成
感
に
包
ま
れ
ま
す

が
、
本
当
に
大
事
な
の
は
そ
の
後
で
す
。

行
事
を
通
し
て
自
分
が
ど
う
変
わ
っ
た
の

か
、
集
団
の
力
は
高
ま
っ
た
の
か
、
そ
の

中
で
自
分
は
何
が
で
き
た
の
か
を
振
り
返

る
こ
と
が
成
長
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
ま
た
、
先
生
方
は
、
生
徒
の
成
長
を
客

観
的
に
見
取
る
た
め
の
評
価
規
準
を
、
特

別
活
動
に
お
い
て
も
つ
く
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
時
、
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
の
は
、

い
わ
ゆ
る
非
認
知
能
力
を
見
取
る
た
め
の

評
価
規
準
を
、
具
体
的
に
言
語
化
で
き
る

か
ど
う
か
で
す
。
例
え
ば
、
行
事
に
つ
い

て
は
「
お
互
い
の
違
い
や
よ
さ
を
認
め
合

い
な
が
ら
学
校
行
事
を
推
進
し
て
い
る
」、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
は
「
毎
朝
欠
か

す
こ
と
な
く
活
動
を
続
け
て
い
る
」
な
ど

と
言
語
化
で
き
れ
ば
、
教
師
は
目
の
前
の

生
徒
の
姿
か
ら
、「
学
び
の
基
盤
」
と
し

て
の
資
質
・
能
力
が
育
っ
て
い
る
か
を
判

断
で
き
ま
す
。
非
認
知
能
力
の
定
義
に
つ

い
て
は
、
各
校
の
実
情
に
鑑
み
、
具
体
的

に
言
語
化
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
明
確

な
評
価
規
準
が
で
き
れ
ば
、
先
生
方
が
育

て
る
べ
き
資
質
・
能
力
が
鮮
明
に
な
り
、

学
習
活
動
の
精
度
も
上
が
っ
て
い
く
は
ず

で
す
。

小
川
　
こ
れ
ま
で
教
師
が
指
導
要
録
に
書

い
て
い
た
特
別
活
動
の
評
価
は
、「
実
行

委
員
を
誠
実
に
務
め
た
」「
文
化
祭
を
成

功
さ
せ
た
」
と
い
っ
た
程
度
で
、
必
ず
し

も
生
徒
の
努
力
や
成
長
に
つ
い
て
言
語
化

で
き
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
ゆ
る

や
か
に
イ
メ
ー
ジ
し
て
お
く
こ
と
で
、
教

師
は
客
観
的
な
見
取
り
が
可
能
に
な
る
と

と
も
に
、
生
徒
が
自
身
の
学
び
を
掘
り
下

げ
、
よ
り
適
切
に
自
己
評
価
を
行
う
こ
と

を
支
援
で
き
る
で
し
ょ
う
。
今
後
、
本
校

の
課
題
で
あ
る
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
と
自
己
効

力
感
に
つ
い
て
も
、
特
別
活
動
で
ど
の
よ

う
に
伸
ば
し
て
い
く
の
か
を
言
語
化
し
、

取
り
組
み
の
イ
メ
ー
ジ
を
生
徒
と
教
師
で

共
有
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

谷
口
　
活
動
ご
と
に
育
成
を
目
指
す
資

質・能
力
を
明
確
に
す
れ
ば
、
教
師
は
「
今

回
の
活
動
で
は
〇
〇
の
力
を
伸
ば
す
よ
う

に
心
が
け
よ
う
」
と
、
生
徒
に
具
体
的
に

発
信
で
き
ま
す
ね
。
一
方
、
生
徒
は
事
前

に
「
自
分
の
○
○
の
力
は
今
ど
の
レ
ベ
ル

に
あ
る
の
か
」
と
意
識
す
る
こ
と
が
で
き
、

事
後
に
「
取
り
組
み
後
に
ど
の
レ
ベ
ル
に

な
っ
た
の
か
」「
そ
う
思
っ
た
の
は
ど
う

い
っ
た
行
動
が
で
き
た
か
ら
か
」
と
考
え

る
こ
と
で
、
よ
り
具
体
的
に
次
に
つ
な
が

る
自
己
評
価
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

田
村
　
そ
の
上
で
、
特
別
活
動
は
そ
れ
ぞ

れ
が
単
発
の
教
育
活
動
と
し
て
捉
え
ら
れ

な
い
よ
う
に
、
関
連
性
、
連
続
性
を
意
識

し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
し
て
い
く
こ
と

も
大
切
で
す
。

各教科等の学びを通じて育成を目指す資質・能力の向上

「各教科等の学びの基盤」としての特別活動図２

特別活動が目標に掲げる（１）～（３）の資質・能力を育成することによって、
「主体的・対話的で深い学び」や「探究的な学び」の質が向上する。

特
別
活
動

各
教
科
等
の
学
び

学びの基盤

多様な他者と協
働する様々な集
団活動の意義
や活動を行う上
で必要となるこ
とについて理解
し、行動の仕方
を身につけるよ
うにする。

集団や自己の生
活、人間関係の
課題を見いだし、
解決するために
話し合い、合意
形成を図ったり、
意思決定したり
することができる
ようにする。

自主的、実践的な集団活動
を通して身につけたことを生
かして、主体的に集団や社会
に参画し、生活及び人間関
係をよりよく形成するととも
に、人間としての在り方生き
方についての自覚を深め、自
己実現を図ろうとする態度を
養う。

目標（１） 目標（2） 目標（3）

特別活動の（1）〜（3）の目標の達成は、
資質・能力を育成するための各教科等における
「主体的・対話的で深い学び」「探究的な学び」の

質向上に寄与

＊取材内容を基に編集部で作成。
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柏
木
　
最
後
に
、
想
定
外
の
コ
ロ
ナ
禍
で
、

教
育
の
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
浮
き
彫
り
に

な
っ
た
か
、
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
学
校
は

ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か
、
先
生
方
の
お
考

え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

田
村
　
コ
ロ
ナ
禍
で
私
た
ち
が
再
認
識
し

た
こ
と
が
２
つ
あ
る
と
思
い
ま
す
。
１
つ

め
は
、
学
校
と
い
う
社
会
資
本
の
持
つ
価

値
で
す
。
休
業
に
な
っ
た
当
初
は
、
そ
の

状
況
を
喜
ぶ
生
徒
は
い
た
も
の
の
、
程
な

く
し
て
友
人
な
ど
に
会
え
な
い
こ
と
を
寂

し
い
と
感
じ
、
保
護
者
も
学
校
の
大
切
さ

を
実
感
し
ま
し
た
。
臨
時
休
業
を
機
に
、

学
校
は
社
会
の
基
盤
で
あ
る
こ
と
が
広
く

共
有
さ
れ
る
と
と
も
に
、
学
校
に
対
す
る

期
待
が
一
層
高
ま
っ
た
の
も
、
こ
の
１
年

の
大
き
な
変
化
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
は
、
学
校
を
支
え
て
き
た
多
く
の
先
生

方
の
努
力
の
結
果
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

　
２
つ
め
は
、
学
び
の
意
義
で
す
。
答
え

が
１
つ
で
は
な
い
問
題
に
大
人
た
ち
が
右

往
左
往
す
る
姿
を
、
子
ど
も
た
ち
は
目
の

当
た
り
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
大
学

入
試
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
授
業
も
変
わ

ら
な
い
と
言
っ
て
い
た
先
生
方
も
、
答
え

が
１
つ
で
は
な
い
問
題
に
向
き
合
う
こ
と

に
、
学
び
の
本
質
的
な
価
値
が
あ
る
と
い

う
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
は
ず
で
す
。

コ
ロ
ナ
は
災
厄
で
は
あ
り
ま
す
が
、
発
想

を
変
え
て
み
れ
ば
、
今
が
教
育
の
大
き
な

転
換
点
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
し
、

む
し
ろ
そ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。
そ
う
し
た
流
れ
を
、
教
育
の
本

質
へ
の
回
帰
と
捉
え
て
、
学
校
現
場
に
定

着
さ
せ
ら
れ
る
か
が
、
こ
れ
か
ら
の
ト
ッ

プ
リ
ー
ダ
ー
や
ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
に
問
わ

れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

渡
部
　
転
換
点
に
で
き
る
よ
う
、
ま
ず
は

校
内
で
の
対
話
を
大
事
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
多
忙
感
が
高

ま
っ
て
い
る
の
は
事
実
で
す
が
、
忙
殺
さ

れ
る
こ
と
な
く
、
何
と
か
し
て
、
ベ
テ
ラ

ン
、
若
手
、
そ
れ
ぞ
れ
が
思
い
を
語
り
合

え
る
機
会
を
設
け
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
一
方
で
、
社
会
に
開
か
れ
た
教
育

課
程
を
目
指
す
中
で
、
学
校
だ
け
で
な
く
、

行
政
、
保
護
者
、
教
育
に
か
か
わ
る
す
べ

て
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
連
携
し
て
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
必
要
な
こ
と
を
考

え
て
い
く
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

谷
口
　
臨
時
休
業
中
の
２
か
月
間
は
、
職

員
室
で
先
生
方
と
教
育
と
は
何
か
、
学
校

と
は
何
か
と
い
っ
た
根
源
的
な
問
い
に
つ

い
て
話
し
合
う
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
若
手
教
師
が
率
先
し
て
学
校
を

変
え
て
い
こ
う
と
い
う
雰
囲
気
が
出
て
き

た
の
も
、
大
き
な
変
化
の
１
つ
で
す
。
本

校
で
の
学
校
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
議
論

で
は
、
以
前
は
ベ
テ
ラ
ン
の
意
見
に
左
右

さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
今
年
度
は
、
20
～
30
代
の

先
生
方
が
「
何
が
起
き
る
か
分
か
ら
な
い

社
会
だ
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
に
も
で
き
る

こ
と
が
あ
る
」
と
、
ベ
テ
ラ
ン
を
巻
き
込

ん
で
新
し
い
こ
と
に
取
り
組
み
始
め
て
お

り
、
非
常
に
心
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

小
川
　
私
は
「
つ
な
が
り
の
大
切
さ
」
を

再
発
見
し
ま
し
た
。
生
徒
同
士
、
生
徒
と

教
師
の
心
が
き
ち
ん
と
つ
な
が
っ
て
い
る

か
を
意
識
し
、
評
価
や
見
取
り
、
日
頃
の

声
か
け
や
支
援
を
丁
寧
に
行
う
こ
と
で
、

つ
な
が
り
続
け
る
こ
と
が
大
切
な
の
だ
と

改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。
同
時
に
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
や
協
働
性
な
ど
、
生
徒
に
求
め
て

い
る
資
質
・
能
力
を
教
師
が
持
っ
て
い
る

か
ど
う
か
も
問
わ
れ
た
１
年
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
私
た
ち
教
師
の
側
も
、
生
徒
と

同
じ
よ
う
に
、
学
び
続
け
る
必
要
が
あ
る

こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
大
変

な
状
況
が
続
く
と
思
い
ま
す
が
、
絶
え
ず

新
し
い
こ
と
に
挑
戦
を
し
て
い
る
と
い
う

意
識
を
学
校
全
体
で
共
有
し
て
、
未
知
の

次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
前
進
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

田
村
　
こ
れ
か
ら
の
学
校
教
育
で
は
、
生

徒
一
人
ひ
と
り
に
ふ
さ
わ
し
い
個
別
最
適

化
さ
れ
た
学
び
が
必
要
と
な
り
ま
す
し
、

答
え
が
１
つ
で
は
な
い
問
い
や
解
決
困
難

な
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
探
究
的
・
協
働

的
な
学
び
が
一
層
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
は
ず
で
す
。
高
校
の
先
生
方
に
は
、
従

来
通
り
専
門
性
を
ス
ト
ロ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
持
ち
な
が
ら
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
学

び
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
力
が
さ
ら
に

求
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
高
校
生
に
ぜ
ひ
と
も
身
に
つ
け
て
ほ
し

い
の
は
、「
未
来
社
会
を
創
造
す
る
主
体

と
し
て
の
自
覚
」
で
す
。
未
来
を
創
造
す

る
主
体
は
自
分
た
ち
で
あ
る
こ
と
を
一
人

ひ
と
り
が
自
覚
し
、
積
極
的
に
社
会
に
参

画
し
、
つ
く
り
上
げ
て
い
く
意
欲
を
持
つ
。

そ
う
し
た
学
び
手
を
育
て
る
こ
と
も
、
こ

れ
か
ら
の
学
校
教
育
の
使
命
と
言
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

柏
木
　
今
を
生
き
る
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
、
未
来
を
つ
く
る
当
事
者
と
し
て
、
こ

れ
か
ら
の
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え

続
け
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

学
校
の
価
値
が
再
認
識
さ
れ
た

今
こ
そ
教
育
の
本
質
へ
の
回
帰
を

総
括
◎
コ
ロ
ナ
禍
を
経
た
「
学
校
」の
姿
と
は
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